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本
学
経
営
学
部
は
本
年
４

月
に
創
立
５０
周
年
を
迎
え

た
。
日
本
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

れ
い
め
い

き

研
究
の
黎
明
期
、
１
９
６
２

年
（
昭
和
３７
年
）に
創
立
し
、

我
が
国
大
学
設
置
の
経
営
学

部
の
中
で
も
５
番
目
に
長
い

歴
史
を
有
す
る
。
「
理
論
と

実
践
の
融
合
」
の
教
育
方
針

の
下
に
、
創
立
当
初
か
ら
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
育
を
重
視

し
、
そ
の
後
も
実
務
家
に
よ

る
講
義
、
企
業
研
修
、
寄
付

講
座
な
ど
を
通
じ
た
実
務
教

育
を
積
極
的
に
進
め
、
２
０

０
７
年
度
に
は
新
し
い
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
し
た
。
こ

の
間
、
卒
業
生
は
３
万
５
千

人
余
り
に
達
し
、
多
く
の
分

野
で
活
躍
し
て
い
る
。

創
立
５０
周
年
を
記
念
し
、

創
立
５０
周
年
記
念
講
演
会
お

よ
び
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ

る
。
経
営
学
部
卒
業
生
を
は

じ
め
多
数
の
方
々
の
参
加
を

期
待
し
て
い
る
。

●
記
念
講
演
会

（
参
加
無
料
）

▽
日
時
∥
６
月
９
日
（
土
）

１４
‥
３０
～
１７
‥
３０

▽
場
所
∥
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１０
号
館
３
階

▽
テ
ー
マ

「
不
易
流
行
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
―
未
来
を
ひ

ら
く
人
材
―
」

▽
基
調
講
演

黒
岩
彰
氏

（
富
士
急
行
㈱
ス
ケ
ー
ト
部

監
督
、
昭
５９
商
）

▽
企
業
経
営
者
に
よ
る
講
演

お
よ
び
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン


一
之
瀬
卓
氏
（
㈱
ｉ
ｐ
ｏ

ｃ
ａ
代
表
取
締
役
社
長
、
平

８
経
営
）
／
森
田
隼
人
氏〈
シ

ャ
ボ
ン
玉
石
け
ん
㈱
代
表
取

締
役
社
長
、
平
１２
経
営
〉
総

合
司
会

加
藤
茂
夫
経
営
学

部
教
授

※
引
き
続
き
祝
賀
会
（
会
費

２
０
０
０
円
）
を
１７

４０
か

ら
開
催
。

ま
た
、
経
営
学
部
創
立
５０

周
年
記
念
事
業
委
員
会
（
委

員
長

加
藤
茂
夫
経
営
学
部

教
授
）
で
は
、
今
回
の
記
念

講
演
会
・
祝
賀
会
の
ほ
か
、

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

寄
付
募
集
事
業
（
今
年
４
月

か
ら
第
２
期
募
集
開
始
）
お

よ
び
出
版
事
業
を
進
め
て
い

る
。

地
域
社
会
と
連
携
し
、
課

題
解
決
に
実
践
的
に
取
り
組

も
う
と
設
立
さ
れ
た
多
摩
区

・
３
大
学
連
携
協
議
会
の

「
３
大
学
連
携
フ
ェ
ア
～
明

日
の
こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に

～
」
が
３
月
１７
日
、
多
摩
市

民
館
で
開
催
さ
れ
た
。

各
大
学
が
小
学
校
や
地
域

の
商
店
会
を
対
象
に
実
施
し

た
地
域
連
携
活
動
や
、
学
習

教
材
の
開
発
な
ど
の
研
究
成

果
を
発
表
し
た
。

本
学
か
ら
は
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
情
報
学
部
の
コ
ン
テ
ン

ツ
デ
ザ
イ
ン
応
用
演
習
（
上

平
崇
仁
教
授
、
栗
芝
正
臣
准

教
授
）
を
受
講
し
た
２
年
次

生
３７
人
が
参
加
。
８
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
開
発
し
た
、

小
学
校
６
年
生

が
「
大
地
の
つ

く
り
」
を
学
ぶ
た
め
の
体
験

型
学
習
教
材
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

地
層
の
積
も
る
状
況
を
疑

似
的
に
再
現
し
た
「
つ
も
る

ん
」
や
地
震
が
起
こ
る
仕
組

み
を
学
習
す
る
「
ゆ
れ
ら

ぼ
」
な
ど
、
各
グ
ル
ー
プ
と

も
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
力
作

揃
い
で
、
来
場
者
か
ら
は「
自

然
現
象
は
教
科
書
を
読
む
だ

け
で
は
理
解
し
づ
ら
い
が
、

模
型
で
実
演
さ
れ
る
こ
と
で

仕
組
み
が
分
か
り
や
す
く
な

る
。
す
ば
ら
し
い
ア
イ
デ
ア

だ
と
思
う
」
と
の
声
が
聞
か

れ
た
。

＜お問い合わせ先＞

・専修大学経営学部創立５０周年記念事業委員会

keiei５０th@isc.senshu-u.ac.jp

・５０周年記念事業特設ページ

http://www.senshu-u.ac.jp/School/

keiei/keiei５０th/

図
書
館
春
の
企
画
展
示
「
は

じ
め
て
観
る
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ

ト
―
世
界
で
ひ
と
つ
と
い
う
魅

力
」
が
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図

書
館
本
館
で
開
催
さ
れ
る
。

マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
は
西
洋

の
写
本
。
手
書
き
で
あ
る
た

め
、
印
刷
さ
れ
た
本
（
刊
本
）

と
は
異
な
り
、
ま
っ
た
く
同
じ

も
の
は
ひ
と
つ
も
な
い
。
印
刷

技
術
が
発
明
さ
れ
る
前
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
修
道
院
を
中
心

に
古
典
や
聖
典
が
筆
写
さ
れ

た
。
文
学
作
品
も
写
本
の
形
で

伝
え
ら
れ
た
。

本
展
示
は
、
本
学
図
書
館
が

所
蔵
し
て
い
る
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ

プ
ト
か
ら
▽
『
ポ
リ
ク
ロ
ニ
コ

ン
』
（
１４
世
紀
初
頭
の
ベ
ネ
デ

ィ
ク
ト
会
修
道
僧
ヒ

グ
デ
ン
が
編
集
し
た

歴
史
書
）
▽
『
薔
薇

物
語
』
（
１３
世
紀
フ

ラ
ン
ス
の
寓
意
物

語
）
▽
美
麗
な
装
飾

じ

と
う

を
施
さ
れ
た
『
時
祷

し
ょ書

』
（
カ
ト
リ
ッ
ク

の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
た
め
の
信

へ
ん
さ
ん

仰
・
礼
拝
の
手
引
と
し
て
編
纂

さ
れ
た
書
）
を
出
展
。

ま
た
、
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
版

『
チ
ョ
ー
サ
ー
作
品
集
』
（
１９

世
紀
の
詩
人
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
が
出
版

し
「
世
界
三
大
美
書
」
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
る
本
）
や
ア
ル
ド

ゥ
ス
版
『
ダ
ン
テ
の
三
行
詩
』

（
「
商
業
印
刷
の
父
」
と
呼
ば

れ
る
ア
ル
ド
ゥ
ス
・
マ
ヌ
テ
ィ

ウ
ス
が
１
５
０
２
年
に
出
版
し

た
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』
）
な
ど

貴
重
な
刊
本
も
展
示
。

さ
ら
に
、
展
示
物
に
ま
つ
わ

る
研
究
書
や
複
製
本
な
ど
、
手

に
取
っ
て
じ
っ
く
り
と
鑑
賞
す

る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
る
。

▽
期
間

５
月
９
日
（
水
）
～

２９
日
（
火
）
１２

００
～
１６

００

※
日
曜
休
み
、
た
だ
し
５
月
２７

日
（
日
）
は
、
開
催
（
１２

００

～
１４

００
）。

※
５
月
１９
日
（
土
）
に
は
写
本

と
薔
薇
物
語
に
関
す
る
講
演
会

が
行
わ
れ
る
（
詳
細
は
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
）。

▽
会
場
‥
図
書
館
本
館
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
９
号
館
３
階

昔の本の間から枯葉の形のしおり

が出てきた。大学生の時、英会話学

校の先生からもらったものだ。最後

の授業の時、「自然はアメリカ文学

ではとても重要です」と言って大学

院に進む予定の僕にくれたのだ。な

つかしかった。

３０年以上も前、しがない大学生で

あった。授業はほぼサボっていた。

大塚の古い４畳半のアパートに暮ら

し、夜中に本を読み、日中は寝てい

るという生活を送っていた。そうし

た生活に風穴をあけたいと思ったの

であろう。バイトで稼いだ貯金をは

たいて渋谷の英会話学校に行くことに

した。

そこの教師がバーバラだった。「ア

イム・バーバラ。ノット、バラバラ」

とその不思議な風貌のアメリカ人は言

った。目の奥の強い知性とあふれ出る

自由が、この人を操り人形のように動

かしていた。最初こそ殊勝に英会話を

やっていたが、やがて僕と「お茶大」

の学生を相手に、小説、詩、映画な

どを素材にこちらが驚くような世界

を語り始めた。衝撃を受けた。授業

の後も３人でビッグ・マックを買っ

て代々木公園に行き、必ず立ち入り

禁止の植え込みをくぐって空き地で

話を続けた。小春日和の中、裸足で

鼻歌を歌いながら仕切り石の上を、

バランスを取って歩いたりもした。

自由な人だなと思った。そうか、こ

んなふうに生きればいいのか、と僕

はうれしくなった。

僕は英語を猛然と勉強しはじめ

た。バーバラの自由を獲得する。そ

れが、僕の英語学習の目標であった。

ずいぶん昔の話である。元気だろう

か。マイ・バーバラ！

※全文は LL 研究室ホームページで

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は

２０
世
紀
哲
学
を
代
表
す
る
哲
学

者
だ
が
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
難

解
な
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
本

書
は
、
そ
の
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
の
『
論
理
哲
学
論
考
』・

『
哲
学
探
究
』
等
を
、
こ
れ
ま

で
と
は
異
な
る
方
法
で
読
解
し

た
。
す
な
わ
ち
ソ
シ
ュ
ー
ル
『
一

般
言
語
学
講
義
』
に
挙
げ
ら
れ

る
言
語
事
実
お
よ
び
ヘ
ー
ゲ
ル

『
大
論
理
学
』
に
展
開
さ
れ
る

論
理
が
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
の
テ
キ
ス
ト
と
対
応
的
で

あ
る
と
見
る
。
こ
の
読
み
方
に

よ
り
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
の
テ
キ
ス
ト
の
一
貫
し
た
読

解
が
可
能
に
な
っ
た
。

ま
た
本
書
の
と
る
方
法
（
ソ

シ
ュ
ー
ル
に
い
う
回
顧
法
）

は
、
学
問
の
方
法
の
ど
の
よ
う

に
あ
る
か
を
お
の
ず
と
示
す
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
（
理
想
社

・
本
体
３
０
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
か
わ
さ
き
・
ま
こ

と
）
∥
経
営
学
部
教
授
。
主
な

担
当
は
日
本
語
。

本
書
は
主
に
日
本
の
企
業
経

営
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
問
題
を
、
特
に
復
元
力
の

視
点
か
ら
事
例
を
基
に
検
討
し

た
も
の
で
あ
る
。
最
初
に
、
企

業
経
営
の
失
敗
に
関
す
る
リ
ス

ク
要
因
お
よ
び
危
機
的
状
況
か

ら
の
復
元
に
共
通
す
る
８
つ
の

要
素
を
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

視
点
か
ら
体
系
的
に
示
し
、
そ

れ
に
沿
っ
て
事
例
を
ベ
ー
ス
に

し
た
分
析
で
各
章
が
構
成
さ
れ

て
い
る
。

雪
印
、東
京
電
力
、ス
カ
イ
マ

ー
ク
、小
松
、東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
、ソ
ニ
ー
、ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
、
池
内
タ
オ
ル
な
ど
の
企
業

経
営
の
失
敗
と
危
機
的
状
況
か

ら
の
復
元
を
検
討
し
、
リ
ス
ク

の
直
視
、
企
業
ビ
ジ
ョ
ン
・
理

念
の
重
要
性
と
持
続
化
そ
し
て

環
境
変
化
へ
の
柔
軟
な
思
考
の

重
要
性
を
強
調
し
な
が
ら
、
復

元
力
を
生
む
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
思
考
と
施
策
が
具
体
的
に

検
討
さ
れ
て
い
る
。（
同
文
舘
出

版
・
本
体
２
８
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
う
え
だ
・
か
ず
お
）∥

商
学
部
教
授
。
主
な
担
当
は
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、保
険
論
。

戦
国
の
終
わ
り
か
ら
江
戸
の

初
期
に
か
け
て
、
大
久
保
長
安

と
い
う
謎
の
男
が
い
た
。
猿
楽

師
の
家
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
武

田
、
徳
川
の
両
家
に
仕
え
た
有

能
な
官
僚
で
あ
っ
た
。
徳
川
家

康
に
は
経
理
の
才
能
を
高
く
評

価
さ
れ
、
石
見
、
佐
渡
、
伊
豆

の
金
山
奉
行
と
し
て
江
戸
幕
府

初
期
の
財
政
基
盤
を
確
立
。
ま

た
宿
駅
、
一
里
塚
の
設
置
等
で

交
通
網
を
整
備
し
、
江
戸
社
会

の
イ
ン
フ
ラ
作
り
に
貢
献
し

た
。
さ
ら
に
能
楽
等
の
芸
能
に

も
通
じ
、
家
康
の
絶
大
な
信
頼

を
得
た
。
し
か
し
、
死
後
直
ち

に
一
族
が
誅
殺
さ
れ
た
。
江
戸

時
代
の
日
本
は
世
界
に
冠
た
る

金
銀
産
出
国
で
、
そ
の
影
響
は

世
界
中
に
お
よ
ん
だ
。

そ
の
激
動
の
歴
史
を
生
き
た

人
物
の
足
跡
を
訪
ね
、
謎
に
包

ま
れ
た
生
涯
の
実
像
を
求
め

て
、
石
見
、
佐
渡
、
甲
斐
、
伊

豆
、
八
王
子
、
高
麗
川
等
の
ゆ

か
り
の
地
は
も
と
よ
り
、
長
安

の
ル
ー
ツ
で
あ
る
秦
氏
の
故
地

・
朝
鮮
半
島
の
踏
査
に
お
よ
ぶ

広
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
歴
史
紀

行
。
（
現
代
書
館
・
本
体
２
０

０
０
円
＋
税
）

著
者
（
か
わ
か
み
・
た
か
し
）

∥
文
学
部
教
授
。
主
な
担
当
は

日
本
文
化
論
・
出
版
文
化
論
。

経

営

学

部

５０

周

年

図
書
館
企
画
展

５
月
開
催

「はじめて観るマニュスクリプト

｜

世界でひとつという魅力」

言
語
哲
学
へ
の

新
視
角

「「オオンンリリーーワワンン」」のの魅魅力力にに触触れれるる

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
ソ

シ
ュ
ー
ル
を
読
ん
だ
！

黒
岩
彰
氏

ら
本
学
卒
業
生
を
講
師
に
迎
え

記
念
講
演
会
と
祝
賀
会
を
６
月
に
開
催

▲ サヴォイ家時祷書

川
崎

誠
著

事
例
で
学
ぶ
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
入
門

上
田

和
勇
著

～明日のこどもたちのために～

２年次生３７人が参加
ネットワーク情報学部

「
大
地
の
つ
く
り
」が
学
べ
る
教
材
を
制
作
・
実
演

▲ 化石と堆積岩の学習モデルを提案した「つみかせき」

▲ 地層の積もる状況を再現した「つもるん」の実演

江
戸
の
金
山
奉
行

大
久
保
長
安
の
謎

マ
イ
・
バ
ー
バ
ラ
！

成田 雅彦 経営学部教授

３大学連携フェア

川
上

隆
志
著

英 語
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